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みんか通信　秋号
誰もが「ただいま」といえる家

　7 月に地鎮祭が終わり、8 月の基礎工事か
ら 9 月の上棟式まで、一気に建築が進みまし
た。土台はベタ基礎という全面鉄筋コンクリー
ト製でより頑丈な基礎になっています。

　9 月の上棟式では、地域内外の方、100
名以上がお祝いに駆けつけていただきまし
た。上棟式の目玉と言えば、「餅まき」。昨今
では、餅まきも珍しいものになってしまった
ので、とても喜んでいただきました。餅には、
みんかの隣に一人で暮らすおばあちゃんが
作ってくれたご縁玉（5 円玉）365 個を入れ
ました。縁起物として準備してくれたことはと
てもうれしく、ありがたいものでした。餅つ
きも、友人宅へ持ち込んだ古代米の色をあえ
て使ってみるという初めての挑戦したもので
す。あれも、これも、オリジナルに挑戦。み
んかを応援してくださる皆様の思いがこもっ
た家づくりが進んでいます。

児童養護施設退所者ならびに生活困窮にある若者の自立支援の居場所づくり

みんなの家みんかのお便り

NO.9

実りの秋はみんかも充実した活動をおこないました！

九州マッチング会に参加

Yくん一日滞在

みんか建設工事レポート

　11 月 22 日 JANPIA 主催・一般社団法人九州経済連合会共催で、九州マッチング
会が電気ビル共創館にて行われ、みんなの家みんかも参加させていただきました。
　当日は、地元の企業様 30 社以上が来場され、私たち休眠預金活用事業実行団体
のプレゼンを聞いてくださり、その後、各ブースでは展示パネルを前に、個別にお話
しすることができました。「みんか」という居場所づくりの話をきっかけに、社会的養
護下から社会に出ていく若者たちの厳しい事情の一部を知っていただく機会になりま
した。後日、ご興味を持っていただいた企業様と、今後一緒に取り組めることがない
か、個別に相談させていただく予定です。とてもよい機会となりました。

　9 月に相談があり、一晩滞在されました。早朝から畑に一緒に行き、草刈りして
いる間、畑の石拾いを手伝ってくれました。半日でしたが、仕事の合間にいろいろ
と話をすることができました。
　「いろんな考え方があるんだな」という感想が思い出されます。これからの彼の
人生において、何かの役に立つと嬉しいなと思っています。



編集後記　
　なかなか、手を付けられずにいたみんか通信 9 号。気づけば、季節は冬に。
暗くなって帰って空を見上げると満天の星空が広がっている。夏の星空もい
いですが、冬の星空はいっそう澄んで見えます。
　時には、ゆっくりと空を見上げるような時間をもたないと…とそんなことを
毎回思っているなぁと思う今日この頃（笑）
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みんかでの生活
・Cometeメンバーと夏キャンプ
　お米作りメンバーと夏キャンプを企画。そうめん流
し、すいか割りなど、山ならでは、車も通らないので
道路いっぱいに使って遊びだす子どもたち。冷たい井
戸水で遊びだし、ずぶぬれになって元気に走り回る。
なんでも、思いっきりやってみるのがいいですね。
・Cometeメンバーと稲刈り
　みんかのお米は、市内外のメンバーと一緒に作って
います。10月には子どもたちも含め、稲刈りやかけぼし、
脱穀、とうみがけ、精米とがんばりました。昨年より
収量は少ないものの、この一年間も美味しいご飯を頂
けます。
・収穫祭
　毎年恒例となった竹飯づくり、竹の炊飯器をつくる
ところから、子どもたちと一緒に行います。
　こういった経験が、創造力やチャレンジする勇気に
繋がってくれることを期待しています。
・ネイチャーキャンパー
　9 月こちらも恒例の河原でのキャンプ。テント設営か
ら炊事、ドラム缶風呂、大きなキャンプファイヤーと、
盛りだくさんの二日間。
　子どもたちの元気な声とキラキラした目が印象的で
した。
・高木神社大祭
　毎年、10 月 29 日は高木神社の大祭の日です。前日
からしめ縄づくりや祠への飾り付け、お供え物のくつ
わ餅などを地域の皆さんとボランティアの皆さんと準
備しました。
　大祭当日は、地域の皆さんとともに、700 年続く神
事が行われました。

休眠預金等活用事業

←　公式Twitter
こちらから

公式LINE
こちらから　→

お友達追加してね！

↑HPはこちら


